
  二 〇 二 五 年 度 夏 期 「 東 大 現 代 文 」 問 題 【 １ 】 解 答 モ デ ル と 採 点 基 準  

                                     担 当 中 野 芳 樹  

〈 一 般 的 採 点 基 準 〉 

ａ 誤 字 ・ 脱 字 ・ 略 字 ・ 表 現 未 熟 ・ 文 末 表 現 ミ ス ・ 文 末 句 点 な

し 等…… マ イ ナ ス １ 点 。 設 問 毎 に 減 点 

ｂ 未 完 成…… 失 格 

ｃ 解 答 欄 の 不 正 使 用 （ 二 行 書 き 、 書 き 過 ぎ そ の 他 ）…… 失 格 

ｄ 比 喩 表 現 の マ マ な ど…… 減 点 も し く は 加 点 無 し 

 

〈 設 問 別 採 点 基 準 〉 

 

一 （ ６ 点 ） 

曖 昧 さ を 排 除 し 、 史 実 の 画 定 を 図 る 歴 史 学 自 体 が 、 記 録 と 不 記

載 、 事 実 、 可 能 性 、 虚 構 を 含 む 曖 昧 な 全 域 の 情 報 に 拠 る と い う

こ と 。 

 

 ＊ ① は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 構 文 ＝ 歴 史 学 は ～ に 依 拠 し て い る （ 基 づ く ） 、 の 意 １ 点 

② 「 こ の 巨 大 な 領 域 」 ＝ 曖 昧 （ 画 定 不 可 ） な （ 領 域 ） １ 点 

③ ② ＝ 「 書 か れ た こ と 、 書 か れ な か っ た こ と 、 あ っ た こ と 、

あ り え た こ と 、 な か っ た こ と 」 （ 簡 潔 に 置 換 ） ２ 点 

 ＊ 単 に 「 事 実 と し て 書 か れ な か っ た こ と 」 な ど は 、 不 可 。 「 巨

大 な 領 域 」 は 、 記 録 の 無 い 事 実 と 虚 構 だ け で は な い 。 

④ 歴 史 学 は 曖 昧 さ を 排 除 し よ う と す る （ ＝ 歴 史 （ 事 実 ） を 画

定 し よ う と す る ） １ 点 

⑤ 歴 史 学 は ② ・ ③ か ら 情 報 を 与 え ら れ て い る １ 点 

 

 

 

二 （ ６ 点 ） 

歴 史 は 、 膨 大 な 記 憶 の う ち 、 国 や 社 会 の 代 表 的 価 値 観 で 中 心 化

さ れ 、 成 員 の 自 己 像 を 構 成 す る 記 憶 と そ の 操 作 で あ る と い う こ

と 。 

 

 ＊ ① は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 構 文 ＝ 歴 史 は （ 無 数 の 記 憶 の う ち の ） 一 記 憶 で あ る １ 点 

 ＊ 「 相 対 的 に 」 ＝ 唯 一 絶 対 で は な い 

② 「 勝 ち を お さ め て き た 」 ＝ あ る 国 、 社 会 の ・ 代 表 的 な 価 値 観

に よ っ て ・ 中 心 化 さ れ て い る ３ 点 

③ 「 言 葉 、 イ メ ー ジ 」 ＝ 成 員 の 自 己 像 を 構 成 す る （ 歴 史 ） １ 点 

④ 歴 史 は （ 成 員 の ） 記 憶 （ と そ の ） 操 作 で あ る １ 点 

 

 

 

三 （ ６ 点 ） 

記 憶 は 、 記 憶 を 局 限 し 、 一 定 の 中 心 へ と 等 質 化 し た 人 間 の 歴 史

よ り 量 的 に 巨 大 で 、 歴 史 以 前 の 物 質 や 遺 伝 子 の 形 態 を も 含 む か

ら 。 

 

 

 ＊ ① と 、 ③ ・ ④ の 並 列 構 造 と は 、 必 須 ポ イ ン ト 

 ＊ 「 人 間 （ だ け ） の （ 歴 史 ） 」 の 意 を 欠 く と 、 １ 点 減 点 

① 主 題 ＝ （ 人 間 の 歴 史 と 比 較 し た ） 記 憶 に つ い て 配 点 無 し 

② 歴 史 ＝ 記 憶 を 局 限 ・ 一 定 の 中 心 に ・ 等 質 化 し た も の ３ 点 

③ 記 憶 の 「 ひ ろ が り 」 ＝ 量 的 に 歴 史 を は る か に 上 回 る １ 点 

④ 記 憶 の 「 深 さ 」 

＝ 物 質 、 遺 伝 子 の 記 憶 形 態 ・ の 延 長 上 の 歴 史 ２ 点 

 

四 （ ６ 点 ） 

歴 史 の 語 義 自 体 が 、 現 存 す る 全 成 果 の 集 積 と し て 、 個 人 の 生 を

決 定 す る と 抑 え 難 く 感 じ さ せ る 、 あ る 種 の 属 性 を 持 つ と い う こ

と 。 

 

＊ ① ・ ② は 、 必 須 ポ イ ン ト 
① 主 題 ＝ 歴 史 と い う 「 概 念 」 に つ い て １ 点 

 ＊ 「 概 念 」 の 置 換 （ 本 質 、 意 味 内 容 な ど ） に 加 点 す る 

② 「 何 か ・ 強 迫 的 な ・ 性 質 を 含 む 」 （ 置 換 ） ３ 点 

＊ 「 強 迫 的 な 」 ＝ 抑 え ら れ な い 考 え を 生 じ る 、 の 意 

③ 歴 史 概 念 の 強 迫 的 性 質 の 内 容 

 ａ 現 存 す る す べ て の （ 記 憶 、 成 果 の ） 集 積 で あ る １ 点 

 ｂ 個 人 の 生 を 決 定 す る １ 点 

＊ 「 私 を 決 定 す る 」 は 、 不 可 

 

五 （ 16 点 ） 

歴 史 は 、 個 人 と 集 団 の 記 憶 と そ の 操 作 で あ り 、 現 存 す る 全 成 果

の 集 積 と し て 個 人 の 生 を 決 定 す る 。 し か し 、 個 人 は 過 去 の 無 数

の 他 者 の 言 動 や 精 神 の 痕 跡 と と も に 生 き つ つ 、 自 由 な 選 択 や 行

動 を 試 み 、 強 制 力 ・ 決 定 力 に 抵 抗 し 、 そ の 集 積 や 混 沌 が 歴 史 と

な る と い う こ と 。 （ 一 二 〇 字 ） 

 

 ＊ ① ・ ② は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 構 文 ＝ 「 歴 史 」 と は 、 ② ～ ⑤ で あ る １ 点 

② 「 そ れ ら 」 と と も に あ る ＝ 「 無 数 の 他 者 の 行 為 、 ～ 夢 想 の 痕

跡 」 （ 置 換 ） ・ と と も に 個 人 が 生 き る ＝ 無 数 の 他 者 の ・ 振 舞

い 、 言 説 、 思 い ・ の 痕 跡 ・ と と も に 個 人 が 生 き る 

 １ 点 ・ ２ 点 ・ １ 点 ・ １ 点 

③ 喜 び ＝ 自 由 な 選 択 や 行 動 を す る ２ 点 

④ 苦 し み ＝ 強 制 力 や 決 定 力 へ の 抵 抗 ２ 点 

⑤ 重 さ ＝ ③ ・ ④ の 集 積 や 混 沌 ２ 点 

⑥ 歴 史 は 、 個 人 と 集 団 の 記 憶 と そ の 操 作 で あ る ２ 点 

⑦ 歴 史 は 、 個 人 （ 人 間 ） の 生 を 決 定 す る ２ 点 

 

 

六 （ 各 １ 点 ） 

ａ 散 逸 ｂ 超 越 ｃ 機 会 ｄ 信 仰 ｅ 矛 盾 


